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清　友

い
で
す
ね
。
開
催
日
が
決
ま
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
延
期
し
た
定
期
総
会
は
、

来
年
６
月
11
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
治
ま
ら
ず
、
開
催
す

る
こ
と
が
困
難
な
事
態
に
な
っ
た

場
合
は
、「
書
面
開
催
」
と
い
っ
て
、

議
案
書
を
皆
さ
ん
へ
送
り
、
承
認

か
不
承
認
か
を
判
断
し
て
も
ら
い
、

判
断
結
果
を
返
送
し
て
い
た
だ
く

方
法
を
採
り
ま
す
。

　

６
月
に
予
定
し
て
い
る
定
期
総

会
ま
で
の
主
な
行
事
と
そ
の
対
応

方
法
は
、
以
上
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
１
年
間
、
コ
ロ
ナ
と
い
う

未
曾
有
の
で
き
ご
と
に
直
面
し
、

大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
察

し
ま
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

様
々
な
面
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年

が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
今

年
中
止
し
た
「
小
金
井
公
園
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
屋
外
で
あ
っ

て
も
集
団
の
会
食
を
控
え
る
べ
き

状
態
に
な
け
れ
ば
可
能
と
思
い
ま

　

イ
ベ
ン
ト
・
興
行
の
自
粛
な
ど

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
会
食
を
伴

わ
な
い
行
事
は
可
能
と
考
え
ま
す
。
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12
月
４
日
の
幹
事
会
と
専
門
部

会
で
、
６
月
ま
で
の
大
筋
の
日
程

と
当
面
の
行
事
の
取
扱
い
を
確
認

し
ま
し
た
。
２
月
末
ま
で
は
ス
テ

イ
・
ホ
ー
ム
し
、
３
月
か
ら
行
事

を
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
新
春
の
集
い
」
は
１
月
23
日
、

昨
年
と
同
じ
飯
田
橋
の
中
国
料
理

店
「
福
園
」
を
会
場
に
、
参
加
費

２
千
円
で
行
う
つ
も
り
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
か
ん
が
み
、

①
基
本
的
に
は
中
止
と
す
る
。

②
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
に
好
転
の
兆

し
が
現
れ
た
場
合
は
開
催
し
、
１

月
初
め
に
案
内
を
差
し
上
げ
る
。

　

来
年
の「
演
芸
を
楽
し
む
会
」は
、

３
月
11
日
、
新
宿
末
広
亭
を
予
定

　

５
月
に
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

そ
の
頃
ま
で
に
コ

ロ
ナ
が
大
人
し
く

な
っ
て
い
る
と
い

２
月
ま
で
ス
テ
イ
・
ホ
�
ム

６
月
総
会
ま
で
の
主
要
行
事
確
認

新
春
の
集
い
は
中
止
の
方
向

３
月
11
日
に
演
芸
を
楽
し
む
会

お
花
見
は
４
月
２
日
小
金
井

フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
は
５
月

定
期
総
会
は
６
月
11
日

　

開
催
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
、

未
練
が
ま
し
い
取
扱

い
に
な
り
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
。
参
加

費
は
千
５
百
円
、
１

月
に
募
集
し
ま
す
。

す
。
実
施
内
容
は

今
年
立
て
た
プ
ラ

ン
と
同
じ
で
、
参

加
費
は
５
０
０
円
、

４
月
２
日
で
す
。

　

11
月
20
日
に
行
う
予
定
だ
っ
た

「
つ
く
だ
・
つ
き
し
ま
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
（
も
ん
じ
ゃ
の
会
）」
は
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
急
拡
大
に
ビ
ビ
っ

て
中
止
し
ま
し
た
。
参
加
予
定
者

に
中
止
の
連
絡
を
入
れ
ま
し
た
が
、

大
ブ
ー
イ
ン
グ
で
し
た
。

来
年
の
良
き
年
を
祈
念

中伊豆大仁の城山
南壁（クライマー
のメッカ・麓に長
島茂雄自主トレ地）

岸壁にとりつく
クライマー
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一
方
、
株
価
は
倍
増
、

富
裕
層
が
増
え
た
。

法
改
正
案
を
出
せ
た
の
に
、
安
倍

は
な
ぜ
か
断
念
し
た
。
ア
メ
リ
カ

は
戦
争
法
成
立
で
憲
法
改
正
不
要

論
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
安
倍
は
ア

メ
リ
カ
の
覚
え
が
よ
か
っ
た
の
で
、

７
年
８
か
月
も
っ
た
。

■
立
憲
主
義
を

　

破
壊
し
た
安
倍
政
権

　

安
保
法
制
の
成
立
環
境
を
整
え

る
た
め
、
内
閣
法
制
局
長
官
を
変

更
し
憲
法
解
釈
を
強
引
に
変
え
た
。

官
僚
の
人
事
権
を
握
っ
て
政
府
の

意
の
ま
ま
に
動
か
し
て
い
る
。
こ

れ
に
嫌
気
が
さ
し
20
代
の
キ
ャ
リ

ア
の
退
職
が
続
出
、
応
募
者
も
激

減
。
人
事
権
の
濫
用
は
安
倍
政
権

を
支
え
て
い
た
菅
が
主
導
し
て
お

り
、
安
倍
ー
菅
ラ
イ
ン
と
い
え
る
。

菅政権の本質は何か

秋の学習交流会

安
倍
政
権
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　

７
年
８
月
に
わ
た
っ
た

安
倍
政
権
が
倒
れ
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

菅
が
政
権
を
奪
取
し
ま
し

た
。
当
初
、
安
倍
亜
流
と

み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
違
う
と
い
う
か
、
正
体
不
明
と
い
う
印
象
で

す
。「
菅
政
権
の
本
質
は
何
か
〜
安
倍
亜
流
で
短

命
？
そ
れ
と
も
？
」
の
テ
ー
マ
で
、
12
月
４
日
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
の
竹
内
広
人
さ
ん
を

講
師
に
、
秋
の
学
習
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
急
増
を
考
慮
し
、
懇
親
会
を
中

止
し
ま
し
た
が
、
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京

清
掃
多
田
書
記
長
に
よ
る
賃
金
確
定
闘
争
の
報
告

を
含
め
、
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

講師の竹内広人さん

■
格
差
を
拡
大
さ
せ
た

　
　

安
倍
政
権

　

安
倍
政
権
の
特
徴
は
、
格
差
を

拡
大
さ
せ
、
格
差
の
質
を
変
化
さ

せ
た
こ
と
。統
計
で
み
る
と
、人
口
、

自
殺
者
、
失
業
率
、
給
与
と
労
働

分
配
率
等
が
減
少
、
増
加
し
た
の

は
年
収
１
千
万
円
超
、
一
億
超
は

大
幅
増
加
。
雇
用
は
増
え
た
が
、

正
規
よ
り
非
正
規
の
増
が
大
き
く
、

賃
金
は
低
下
、
実
質
賃
金
は
民
主

党
政
権
当
時
よ
り
月
５
万
円
も
減
。

労
働
分
配
率
も
10
％
超
下
が
っ
た
。

越
え
た
。自
衛
隊
は
、

国
際
法
の
軍
隊
扱
い

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

共
謀
罪
法
の
組
織

的
犯
罪
集
団
の
定
義

は
不
明
確
。
捜
査
側

に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で

運
動
体
弾
圧
に
つ
な

が
る
。
関
西
生
コ
ン

へ
の
前
例
に
な
い
弾

圧
は
共
謀
罪
法
が
影

響
。
ビ
ラ
ま
き
も
ス

ト
も
威
力
業
務
妨
害

と
し
て
弾
圧
。

　

国
会
勢
力
を
み
れ

ば
、
自
民
党
は
憲

【
３
面
に
続
く
】

■
米
国
追
従
の
安
倍
政
権

　

民
主
党
は
鳩
山
の
普
天
間
問
題

で
ダ
メ
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に

逆
ら
っ
た
瞬
間
、
日
本
の
政
治
家

は
潰
さ
れ
る
。
秘
密
保
護
法
、
集

団
的
自
衛
権
容
認
、
共
謀
罪
法
は

ア
メ
リ
カ
の
意
で
つ
く
ら
れ
た
。

　

秘
密
保
護
法
は
、
情
報
公
開
と

真
逆
。
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
の
理

由
や
内
容
も
特
定
秘
密
に
指
定
す

れ
ば
、
国
会
通
知
は
不
要
に
な
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
は
自

民
党
の
従
来
の
考
え
方
を
も
踏
み

■
新
自
由
主
義
的
経
済

　

政
策
を
志
向
す
る

　

ス
ガ
政
権

　

菅
は
首
相
に
な
っ
て
最
初
の
発

言
で
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
論

を
示
し
た
。「
自
助
」
の
強
調
だ
。

　

規
制
緩
和
を
強
調
し
、
携
帯
電

話
の
値
下
げ
で
人
気
取
り
を
し
て

い
る
が
、
成
長
戦
略
会
議
を
立
ち

上
げ
、
竹
中
平
蔵
、
三
浦
瑠
偉
、

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
な
ど
の
新
自
由
主

義
者
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
た
。

　

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
は
菅
の
肝
い
り
な
の

で
、
こ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、

医
療
の
充
実
に
金
を
回
す
べ
き
と

き
な
の
に
止
め
よ
う
と
し
な
い
。

■
外
交
下
手
を

　

自
認
す
る
ス
ガ
政
権

　

菅
は
自
分
の
意
見
を
示
さ
な
い
。

国
会
答
弁
も
官
僚
文
書
を
読
み
上

げ
る
だ
け
、
何
か
あ
れ
ば
「
答
え

は
控
え
る
」
と
。
菅
は
外
交
下
手

を
自
ら
言
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ

カ
や
中
国
と
渡
り
合
え
る
の
か
不

安
だ
と
自
民
党

菅
政
権
の
本
質　
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筋
か
ら
も
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
安
倍
は

「
年
内
に
や
る
」
と
辞
め
る
直
前
に

言
っ
た
が
、
菅
は
後
退
さ
せ
て
い

る
。「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
は
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
断
念
の
代
わ
り

に
出
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な

り
に
な
っ
て
イ
ー
ジ
ス
艦
を
増
や

す
こ
と
に
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
不
要
と
さ
れ
た
。

■
日
本
学
術
会
議
の

　
　

任
命
拒
否
問
題

　

安
倍
流
の
や
り
方
と
同
じ
手
法

で
や
っ
た
ら
火
が
点
い
た
。
排
除

さ
れ
た
６
人
は
安
倍
政
治
を
批
判

し
た
人
ば
か
り
だ
。
連
合
は
こ
の

件
で
一
切
発
言
し
て
お
ら
ず
、
退

職
者
会
か
ら
批
判
が
出
て
い
る
。

登
場
を
や
ら
せ
な
い
た
め
か
。
菅

や
二
階
は
地
方
議
員
上
が
り
で
た

た
き
上
げ
と
言
わ
れ
る
。
安
倍
や

麻
生
、
岸
田
な
ど
二
世
・
三
世
こ

そ
が
政
権
を
担
う
べ
き
と
い
う
考

え
方
が
あ
る
よ
う
だ
。
安
倍
の
時

は
そ
れ
な
り
の
秩
序
が
あ
っ
た
が
、

菅
は
理
解
不
能
な
状
況
に
あ
る
。

■
解
散
総
選
挙

　

国
会
の
開
会
は
１
月
18
日
説
が

有
力
。
と
な
る
と
、
予
算
が
終
わ

る
ま
で
解
散
で
き
な
い
。
都
議
会

選
前
は
公
明
が
反
対
。
コ
ロ
ナ
も
、

オ
リ
パ
ラ
も
あ
り
、
難
し
い
。
任

期
満
了
解
散
の
可
能
性
が
高
い
が
、

３
月
末
解
散
説
が
流
さ
れ
て
い
る
。

■
野
党
再
編

　

立
民
と
国
民
の
合
同
に
社
民
も

の
構
図
。
民
間
労
組
系
の
議
員
は

合
流
せ
ず
。
原
発
な
ど
の
政
策
が

ネ
ッ
ク
。
立
憲
の
議
員
は
増
え
た

が
自
民
の
半
分
以
下
。
数
を
持
た

な
い
と
力
に
な
ら
な
い
。

■
野
党
共
闘

　

野
党
共
闘
な
し
で
は
選
挙
に
勝

て
な
い
。
共
産
党
と
の
関
係
を
ど

う
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。「
れ
い
わ
」

と
の
関
係
も
問
題
。
ど
う
い
う
野

党
共
闘
を
組
め
る
の
か
。
数
は
全

■
予
算
委
員
会

　
　

質
疑
の
衝
撃

　

菅
は
答
弁
が
下
手
す
ぎ
る
。
小

沢
一
郎
は
菅
の
国
会
答
弁
を
「
虚

ろ
な
目
で
ボ
ソ
ボ
ソ
」
と
。
自
民

党
の
ポ
ス
タ
ー
も
「
虚
ろ
な
目
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
会
答
弁
の

ひ
ど
さ
に
衝
撃
を
受
け
て
自
民
党

内
で
早
期
退
陣
論
が
出
て
い
る
。

　

一
方
、
野
党
は
学
術
会
議
問
題

の
追
及
を
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
。

　

憲
法
審
査
会
で
手
続
法
の
審
議

に
入
っ
た
。
自
民
党
は
審
議
時
間

を
稼
ぐ
戦
略
、
来
年
の
通
常
国
会

で
採
決
の
危
険
が
あ
る
。

が
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
菅

の
本
質
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
桜
と
コ
ロ
ナ
と

　
　

オ
リ
パ
ラ

　

サ
ク
ラ
が
浮
上
し
た
。
安
倍
を

免
責
す
る
た
め
か
、
安
倍
の
再
々

く
足
り
な
い
。
自
民
党
を
減
ら
さ

な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

■
目
指
す
べ
き

　

世
界
像
の
共
有
を

　
「
立
憲
野
党
の
政
策
に
対
す
る
市

民
連
合
の
要
望
書
」
を
出
し
た
。

前
回
は
５
党
１
会
派
で
共
闘
し
た
。

「
国
民
」
と
「
れ
い
わ
」
ま
で
ま
と

ま
ら
な
い
と
勝
て
な
い
。

　

こ
の
国
の
政
治
は
ア
メ
リ
カ
と

の
関
係
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
。
沖
縄

や
地
位
協
定
を
ど
う
に
か
し
た
い
。

み
な
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
り
た
い
。

●雇用関係のデータ（政府統計）
指標 民衆党政権前（09 年）民主党政権（12 年） 安倍政権（15 年） 安倍辞意表明時（20 年）

月額平均給与 31 万 5294 円 31 万 4127 円 31 万 3856 円 26 万 8789 円
完全失業者数 336 万人 285 万人 204 万人 197 万人
正規従業員 3395 万人 3340 万人 3304 万人 3578 万人
非正規従業員 1727 万人 1813 万人 1980 万人 2043 万人
労働分配率 72.30% 69.5%（13 年） 61.00%
年収 200 万以下 1311 万人 1154 万人 1831 万人 2187 万人（19 年）
年収 1000 万超 176 万人 189 万人 116 万人 230 万人（19 年）
年収１億以上 11,107 人 13,609 人 18,370 人（13 年） 23,843 人（18 年）

金融資産 195 兆円 188 兆円（11 年） 241 兆円（13 年） 299 兆円（17 年）
※学習会で示された統計資料のうち、雇用関連のデータを抽出したもの。安倍政治の実像が示されている。

労
働
者
の
味
方
に
な
る
政
権
樹
立
の
た
め
に　

　

菅
政
権
は

何
だ
か
分
か

ら
な
い
ま
ま

進
ん
で
い
る

と
い
う
印
象

今
後
の
政
局　
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◉後期高齢者医療費窓口負担見直しの「所得基準として考えられる機械的な選択肢」（厚労省）
考え方 所得・収入目安 後期高齢者に占める割合対象者数 対象者数

（現役並み所得） （約７％） （約 130 万人）
1 介護保険の２割負担の対象者の割合（上位 20％）

と同等
本人課税所得 64 万円以上

本人収入 240 万円以上
上位 20％

（現役並み区分を除くと 13％） 約 200 万人

2 現行２割負担である 70 ～ 74 歳の平均収入額（約
218 万円）を上回る水準

本人課税所得 45 万円以上
本人収入 220 万円以上

上位 25％
（現役並み区分を除くと 18％） 約 285 万人

3 平均的な収入で算定した年金額（単身：187 万円）
を上回る水準

本人課税所得 28 万円以上
本人収入 200 万円以上

上位 30％
（現役並み区分を除くと 23％） 約 370 万人

4 本人に課税の対象となる所得がある水準（諸控除を
加味したうえで、所得に応じて納税している水準）

本人課税所得あり
本人収入 170 万円以上

上位 38％
（現役並み区分を除くと 31％） 約 520 万人

5 本人に住民税の負担能力が認められる水準（本人所
得が住民税非課税水準を超える水準）

本人所得 35 万円超
本人収入 155 万円以上

上位 44％
（現役並み区分を除くと 37％） 約 605 万人

注 1) 上位 44％は課税所得がある者に加えて、所得等が一定額以上の者を対象とするもの。
・本人収入は、それぞれの課税所得等をもとに年金収入のみの単身世帯を前提に計算。対象者のほとんどが年金収入であるため、年金収入

のみで収入を計算している。　・対象者数の積算にあたって、収入基準として介護保険同様に「年金収入とその他の合計所得金額」が
年収の下限の額を上回るかで判定することを前提に計算。

注 2）後期高齢者夫婦世帯の場合の収入（配偶者：基礎年金想定）は、上位 20％で 360 万円、上位 25％で 340 万円、上位 30％で 320 万円、
上位 38％で 290 万円、上位 44％で 290 万円。 

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2020 年 12 月
　
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
へ
の
改

革
と
称
し
て
導
入
さ
れ
る
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
費
窓
口

負
担
を
現
行
の
１
割
か
ら
２
割
へ

引
上
げ
る
改
悪
案
は
、
12
月
14
日

に
も
た
れ
た
「
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
（
議
長
＝
菅
首
相
）」

で
「
課
税
所
得
28
万
円
以
上
及
び

年
収
２
０
０
万
円
（
複
数
世
帯
は

320
万
円
）
以
上
」
を
基
準
と
す
る

最
終
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
施
時
期
は
22
年
10
月
以
降
、

法
案
は
１
月
の
通
常
国
会
に
提
出

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
は
、
別
記
５
例
の
２
割

化
案
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
枠
を

拡
げ
た
い
財
界
・
財
務
省
と
縮
め

た
い
医
師
会
・
厚
労
省
の
対
立
と
、

自
公
の
意
見
の
相
違
は
ほ
ぼ
重
な

る
形
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
12
月

９
日
の
自
公
ト
ッ
プ
会
談
で
200
万

円
を
合
意
、
出
来
レ
ー
ス
で
し
た
。

　

現
制
度
で
現
役
並
み
収
入
（
単

身
世
帯
で
年
収
383
万
円
以
上
）
と

さ
れ
る
３
割
負
担
は
130
万
人
、
新

た
な
２
割
負
担
の
対

象
は
370
万
人
で
す
。

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
健
康

な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
に
つ
い
て

「
子
や
孫
世
代
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
非
正
規
雇
用

を
増
や
し
、
実
質
賃
金
水

準
を
下
げ
て
社
会
保
障
の

原
資
を
細
ら
せ
て
き
た
の

は
、
自
民
党
政
治
で
す
。

そ
こ
が
悪
の
根
源
で
す
。

　

史
上
最
大
の
内
部
留
保

を
抱
え
込
む
大
企
業
に
、

き
ち
ん
と
社
会
貢
献
を
果

た
さ
せ
、
正
規
雇
用
増
と

賃
金
水
準
引
上
げ
、
男
女

平
等
推
進
に
よ
り
子
育
て

可
能
な
社
会
構
造
に
す
れ

ば
、
か
な
り
の
部
分
解
決

で
き
る
問
題
な
の
で
す
。

　

２
割
化
に
は
反
対
で
す

が
、
連
合
も
使
用
者
側
と

同
じ
論
理
に
立
っ
て
い
る

状
況
で
は
、
残
念
な
が
ら
、

条
件
緩
和
等
の
取
組
み
に

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
２
割
負
担
政
府
案

本
人
年
収
２
０
０
万
円
以
上
に

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ほ
と
ん

ど
が
外
来
受
診
し
て
お
り
、
う
ち

５
割
が
毎
月
受
診
し
て
い
ま
す
か

ら
、
上
限
額
が
あ
る
と
は
い
え
、

負
担
倍
増
は
生
活
を
圧
迫
し
ま
す
。

　

12
月
14
日
の
「
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
」
で
は
、「
長
期
頻

回
受
診
患
者
等
へ
の
配
慮
措
置
と

し
て
、
施
行
後
３
年
間
、
外
来
患

者
の
月
の
負
担
増
を
最
大
３
千
円

に
収
ま
る
よ
う
な
措
置
を
導
入
」

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
措
置
案
と
、
厚
労
省
か
ら

示
さ
れ
て
い
た
「
長
期
に
わ
た
る

外
来
受
診
の
月
あ
た
り
の
外
来
上

限
額
１
万
８
千
円
の
半
分
の
９
千

円
を
超
え
た
分
を
１
割
負
担
と
す

る
」案
と
の
整
合
性
は
、不
明
で
す
。

　

75
歳
以
上
の
医
療
費
は
現
役
世

代
の
４
倍
以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。

２
割
化
に
よ
り
受
診
機
会
の
断
念

自
公
の
出
来
レ
�
ス
で
決
着

３
年
間
の
激
変
緩
和
措
置

資
本
は
社
会
貢
献
を
果
た
せ

２
割
化
に
反
対
だ
が
�



　

地
公
退
は
、10
月
７
日
に
、江
崎
・

岸
両
参
議
院
議
員
立
会
い
の
も
と
、

「
総
務
省
要
求
」
を
提
出
し
、
即
日

回
答
を
受
け
ま
し
た
。
主
な
回
答

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
被
用
者
年
金
一
元
化
法
等
に
よ

り
15
年
か
ら
共
済
年
金
が
厚
生
年

金
に
統
合
さ
れ
た
際
、
関
係
者
の

意
見
等
も
踏
ま
え
、
公
的
年
金
の

職
域
部
分
廃
止
と
同
時
に
公
務
の

特
殊
性
に
も
配
慮
し
た
「
年
金
払

い
退
職
給
付
」
が
創
設
さ
れ
た
。

◆
年
金
制
度
の
検
討
に
当
っ
て
は
、

今
後
も
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分

伺
い
つ
つ
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
要
求
…
①
年
金
制
度
と
財
政
を

安
定
さ
せ
る
た
め
、
雇
用
の
安
定
・

質
の
向
上
、
賃
金
改
善
、
次
世
代

育
成
支
援
充
実
を
図
る
こ
と
。
②

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度
に
よ

る
年
金
額
調
整
の
在
り
方
は
、
現
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年
金
・
介
護
と
医
療
・
税
制
・
脱
原
発
等

被
用
者
年
金
適
用
拡
大

基
礎
年
金
納
付
期
限
上
限
延
長

年
金
の
制
度
設
計
検
討
方
法

い
措
置
を
講
じ
、
配
慮
し
て
い
る
。

▼
要
求
…
高
齢
者
医
療
制
度
の
患

者
２
割
負
担
新
設
に
当
た
り
、
適

切
な
所
得
基
準
と
し
、
実
質
的
に

２
割
負
担
が
基
準
化
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
関
係
省
庁
と
調
整
す

る
こ
と
→
◆
回
答
な
し
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
当
た
り
、
市
町
村
が
地
域
実

情
に
応
じ
て
効
果
的
・
効
率
的
に

サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
支
援

策
を
厚
労
省
へ
要
請
。
介
護
基
盤

整
備
は
、
地
方
財
政
措
置
に
加
え
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

よ
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

所
要
の
国
費
確
保
や
地
方
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

基
盤
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す
る
。

▼
要
求
…
①
生
活
保
護
基
準
復
元
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
策
の
確
実

な
実
施
。
②
社
会
保
障
・
税
番
号

の
個
人
情
報
漏
洩
防
止
策
強
化
、

社
会
保
障
個
人
会
計
と
の
完
全
遮

断
。
③
原
子
力
発
電
の
見
直
し
、

脱
原
発
社
会
実
現
。
④
カ
ジ
ノ
賭

博
合
法
化
法
廃
止
→
◆
回
答
な
し
。

◆
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
積
立

金
運
用
は
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
の

利
回
り
確
保
を
目
的
に
、
市
場
を

歪
め
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
指

針
の
下
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
国
連
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、

各
地
方
公
務
員
共
済
組
合
で
実
施

し
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討

が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
昭
和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和

41
年
７
月
か
ら
で
、
恩
給
期
間
が

違
う
た
め
生
じ
た
も
の
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
に
当
た
り
、

①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期
間
を
含

む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、
②
年

230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額
し
な

受
給
者
の
年
金
を
守
り
つ
つ
将
来

世
代
が
貧
困
に
陥
ら
な
い
年
金
額

を
確
保
で
き
る
こ
と
を
重
視
し
、

関
係
者
と
協
議
す
る
こ
と
。
③
公

務
員
定
年
延
長
を
視
野
に
、
基
礎

年
金
給
付
算
定
時
の
納
付
上
限

（
480
月
）
を
延
長
し
、
延
長
月
数
に

合
わ
せ
て
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

こ
と
。
当
面
、
少
な
く
と
も
65
歳

ま
で
の
厚
生
年
金
加
入
期
間
の
全

部
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

◆
年
金
制
度
は
、
年
金
生
活
者
の

み
な
ら
ず
、
現
役
世
代
の
理
解
を

十
分
に
得
る
こ
と
が
必
要
。
制
度

改
正
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
等
で
の
十
分
な

議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

◆
雇
用
の
安
定
・
質
の
向
上
、
賃

金
改
善
は
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
適
正
な
任
用
を
確

保
す
る
た
め
、
20
年
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

◆
今
後
も
引
き
続
き
、
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
等
に
お
け
る
検

討
の
状
況
に
つ
い
て
、
十
分
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
。

年
金
積
立
金
の
運
用
方
法

沖
縄
の
追
加
費
用
削
減
緩
和

高
齢
者
医
療
制
度
見
直
し

生
活
保
護
・
税
番
号
・
脱
原
発

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
整
備
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清掃退職者会の２０２０年

１月16日、東京清掃旗開き。
恒例の鏡開きは歴代委員長
と当局理事者が、乾杯の音
頭を庄司会長が行いました。
２月 15日、退職者歓送会。
参加者は少なかったのです
が、いい雰囲気の「会」にな
りました。この後、コロナ禍
で東京清掃の行事もできな
くなってしまいました。

１月18日、飯田橋の中国
料理店「福園」で「新春
の集い」を開催、27名参
加。まさかその後、コロ
ナ禍に襲われるとは露知
らず、恒例の参加者の「ひ
とこと」や「長寿祝い」
「開運じゃんけん大会」で
大いに盛り上がりました。
例年同様、よく飲み、よ
く食べた「集い」でした。

３月に予定していたお花見

10 月に予定していた鬼怒川旅行

定期総会は１年延期に

学習会も懇親会を中止に

11 月に予定していた　
フィールドワークも延期

新型コロナウイルスが猛威をふ
るい、退職者会の行事は３月以
降、軒並み中止せざるを得なく
なりました。７月から機関会議
を再開し、機関紙を毎月発行し
てつながりを保つようにしてい
ますが、集まることができない
のは辛いところです。

コロナ禍にあっても清掃作業は一日た
りとも止めることはできません。感染
リスクを抱えながら頑張る清掃労働者
に、住民から「感謝の手紙」が多数寄
せられました。嬉しい話しですね。

集積所に貼られたり、送られてきた
「感謝の手紙」（品川区）



今年は春と秋の２回開催。
春は３月６日開催。テーマは
「頻尿」の予定でしたが、コ
ロナの感染拡大を踏まえ、幹
事中心に切換え、テーマも
「新型コロナウイルス」に変
更。懇親会も中止。講師は、
東京清掃顧問医の平野敏夫
さん。コロナがどんなものか
の理解が深まりました。
秋は 12月４日、平和フ
ォーラム事務局長の竹内
広人さんを講師に「菅政
権の本質は何か」のテー
マで開催。アベからスガ
へ変っても大資本の意を
体する姿勢は変わりませ
ん。私たちが闘い続ける
必要があることにも変り
はありません。
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２・14 東京総行動　ブラック企業の
総本山経団連抗議行動

６・19 再開した許すな９条
改憲！安倍退陣！19 日行動

９・18 さようなら原発首都圏集会

11・３平和といのちと人権を！大行動

12・９JAL 争議解決新橋駅
SL 広場宣伝行動

コロナで集会・行動の多くが中止になりま
した。開催された集会・行動には感染弱者
の立場を考慮しつつ、極力関わりました。

５・15 沖縄平和行進連帯・辺野古
新基地建設阻止首相官邸前抗議行動

２月６日、「演
芸を楽しむ会」
を国立演芸場で
行いました。参
加者は家族を含
め 21 名。笑う
門には福来る。
やっぱり笑うっ
ていいですね。

平野敏夫講師

竹内広人講師

フィジカル・ディスタンシングを
確保して幹事会を開催

自主サークル「宇宙物理学部」は
中央区立のタイムドーム明石で２
回講演会に参加。「歩こう会」は「忠
臣蔵の謎に迫る」を行いましたが、
３月以降、コロナの所為で休止中。

６月２日、コロナに負けずに頑
張る現役世代を激励。「感謝と
連帯」の文書を手渡しました。

コロナ禍の中でも、一年頑張
りました。来年はみなさんと
もっとお会いできますように。

タイムドーム明石にて

吉良邸跡にて

春の学習会　　　　
「新型コロナウイルス」

秋の学習会　　　　
「菅政権の本質は何か」

全水道会館で日比谷メーデー式典
中央メーデーはコロナで中止（オン
ライン開催）。日比谷メーデーはコ
ロナで日比谷公園が使用できず、大
幅に規模を縮小し５月１日に開催。
東京清掃はコロナの感染防止の観点
から参加を見合わせたので、退職者
会も自主参加にしました。



堀
田
義
博
さ
ん
逝
去

　
　
　
　
　
　

元
東
京
清
掃
中
央

執
行
委
員
長
で
退
職
者
会
第
４
代

会
長
の
堀
田
義
博
さ
ん
が
、
11
月

29
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

堀
田
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て

は
、
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
東
京
清
掃
青
年
部
長
、

本
部
に
出
て
か
ら
は
専
門
部
長
、

副
委
員
長
、
書
記
長
、
そ
し
て
８

代
目
の
委
員
長
に
就
任
、
都
労
連

書
記
長
を
最
後
に
引
退
。
ま
さ
し

く
東
京
清
掃
の
絶
頂
期
を
体
現
し

て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

訃
報

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
私

生
活
で
も
お

８
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10
月
末
か
ら
１
ヶ
月
と
い
う
短

い
取
組
み
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、

42
名
の
方
か
ら
１
７
５
筆
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
掃
退
の
署
名
集
約
力
は
、
上

部
団
体
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
協

　

12
月
４
日
の
幹
事
会
・
専
門
部

会
で
、
１
面
に
掲
載
し
た
「
６
月

の
定
期
総
会
ま
で
の
主
要
行
事
と

取
扱
い
」
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
の
延
期
に
伴
う
「
活

動
方
針
」
に
代
わ
る
「
年
間
活
動

計
画
」
は
、
７
月
の
幹
事
会
で
原

案
を
決
め
、
９
月
幹
事
会
で
一
部

補
正
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
様

か
ら
補
強
意
見
等
は
寄
せ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、「
活
動
計
画
」

と「
予
算
」を
最
終
確
認
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
た
め
、
20
年
度
の
収
支

件
数
は
例
年
の
３
割
程
度
で
す
。

活
動
を
徐
々
に
再
開
し
て
も
、
年

間
件
数
は
例
年
の
半
分
程
度
と
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
年
度
の
会

計
監
査
は
、
年
１
回
と
し
ま
す
。

　

上
部
団
体
の
定
期
総
会
開
催
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
役
員
・
幹
事
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

■
自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部

　

幹　
　

事　

柳
副
会
長

■
東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会

　

会
計
監
査　

丹
野
副
会
長

　

幹　
　

事　

庄
司
会
長

　

近
況
報
告
集
を
来
年
も
発
行
し

ま
す
。例
年
同
様
、１
月
に
募
集
し
、

３
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

親
睦
旅
行
を
ど
う
す
る
か
、
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
一
泊
旅
行

か
、
日
帰
り
旅
行
に
切
り
替
え
る

べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
旅

第６回
幹事会

年
間
活
動
計
画
と
予
算
を
最

終
確
認
、
会
計
監
査
は
年
一
回
、

上
部
団
体
役
員
、
近
況
報
告

実
施
、
親
睦
旅
行
構
想
検
討

上
部
団
体
役
員
を
確
認

今
年
度
活
動
計
画
と
予
算

会
計
監
査
は
年
一
回
に

近
況
報
告
集
を
来
年
も
発
行

行
参
加
者
を
増
や
せ
る

の
か
な
ど
、
多
方
面
か

ら
検
討
し
て
い
ま
す
。

親
睦
旅
行
の
構
想
を
検
討

洒
落
な
印
象
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
頃
か
ら
肺
炎
な
ど
で

入
退
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月

15
日
に
退
院
し
て
以
降
、
穏
や
か

な
暮
し
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
自
宅
で
突
然
ば
っ
た
り

倒
れ
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
享
年
83
歳
で
し
た
。
謹
ん

で
故
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

2016 年５月 / 第
９回定期総会にて

「
止
め
よ
う
再
処
理
！

百
万
人
署
名
」
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

12
月
４
日
の
幹
事
会
で
「
年
間

活
動
計
画
」
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
会
費
は
、「
年
間
活
動

計
画
」
で
提
案
し
て
い
た
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
行

事
を
行
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、「
会
費
は
い
た
だ
か
な
い
」

こ
と
に
し
ま
す
。

　

既
に
、
今
年
度
の
会
費
を
納
め

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

分
と
し
て
取
扱
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
分
の
会
費

は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
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今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
人
勧
が

一
時
金
と
月
例
給
の
２
段
階
、
闘
争
も

２
段
階
と
い
う
異
例
の
も
の
で
し
た
。

　

一
時
金
の
勧
告
は
既
報
の
よ
う
に

０
・
05
月
引
下
げ
で
し
た
。
こ
の
勧
告

水
準
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
業
系
人
事
制
度
の
運
用
面
で
の
改

善
の
可
能
性
等
を
引
出
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
月
例
給
は
、
12
月
３
日
に

公
民
較
差
△
１
５
７
円
、
給
料
表
等
の

改
定
見
送
り
の
報
告
が
さ
れ
、
９
日

に
「
改
定
な
し
」
で
妥
結
し
ま
し
た
。

区
長
会
側
は
「
現
業
系
賃
金
の
水
準
」

へ
の
問
題
意
識
を
折
に
触
れ
て
示
し

て
お
り
、
来
年
の
闘
い
は
、
２
年
前

の
現
給
補
償
の
解
消
問
題
と
と
も
に
、

大
き
な
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

賃金確定闘争の結果
◆ 11 月 19 日妥結
１．一時金

①期末手当の年間支給月数を 0.05 月
引下げ（再任用職員含む）

２．技能・業務系人事制度
①担当技能長職の各区運用状況につ

いて、労使で検討し課題の共用化を
図るため、専門委員会交渉を設定

②技能主任昇任選考と技能長職昇任
選考の特例期間を２年間延長

３．定年引上げに関する法律成立後、特
別区における定年引上げに関する課
題への対応を早急に取りまとめ、協議

４．再任用職員の定年退職時級格付に関
する運用を、専門委員会交渉で協議

◆ 12 月９日妥結
　＊月例給の改定は行わない。

東京清掃20賃金確定

　

11
月
27
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で
、

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会（
都

庁
退
）
の
第
18
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
、
任
期
途
中
に

亡
く
な
ら
れ
た
関
口
孝
光
事
務
局

長
（
主
税
退
）
は
じ
め
今
年
度
亡

く
な
ら
れ
た
会
員
に
黙
と
う
を
捧

げ
、
開
会
し
ま
し
た
。

　

小
林
民
治
会
長
（
都
市
環
境
退
）

の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
人
見
自

治
退
会
長
（
体
調
不
調
に
よ
り
欠

席
し
た
岡
田
都
本
部
会
長
の
分
も

併
せ
て
挨
拶
）
は
、「
米
国
は
バ

イ
デ
ン
の
勝
利
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
米
国
第
一
主
義
は
修
正
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
菅
政
権
が
日
本

を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

が
見
え
な
い
が
、『
自
助
』
強
調

の
姿
勢
を
み
る
と
、
厳
し
い
対
応

が
必
要
だ
。
サ
ク
ラ
を
見
る
会
の

問
題
浮
上
な
ど
政
権
内
部
の
争
い

が
垣
間
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
野
党
を
も
っ
と
強
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
も
バ
イ
デ
ン
、
ト

ラ
ン
プ
も
高
齢
者
。
我
々
も
頑
張

ろ
う
！
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
の
質
疑
で
、「
東
京
都

共
済
組
合
と
の
話
し
合
い
は
何
の

た
め
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

「
年
金
会
計
や
資
金
運
用
業
務
な
ど

に
私
た
ち
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
」
な
ど
の
回

答
が
な
さ
れ
、
活
動
方
針
を
含
め
、

異
論
も
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
補
充
人
事
は
、
現
事
務
局

次
長
の
関
口
広
行
さ
ん
（
労
働
退
）

が
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
に
山

崎
芳
信
さ
ん
（
主
税
退
）
が
あ
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
人

事
に
つ
い
て
労
働
退
か
ら
「
長
年
、

労
働
退
が
事
務
局
長
を
担
っ
て
い

野
党
を
強
く
し
て
菅
強
権
政
治
に
終
止
符
を
！

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会
第
18
回
定
期
総
会

る
。
他
単
会
か
ら
の

選
出
に
努
力
す
る
こ

と
」
な
ど
の
付
帯
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
長
に
労
働
の
関
口
さ
ん

菅
政
権
打
倒
の
闘
い
強
化
を

（写真は東京清掃提供）
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10
年
前
の
12
月
31
日
、
本
業
以

外
の
事
業
の
失
敗
に
よ
り
赤
字
へ

転
落
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
闘
う
労
組

を
忌
避
し
、
165
名
を
不
当
解
雇
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
再
建
を
担
っ
た
稲
森

会
長
（
京
セ
ラ
名
誉
会
長
）
は
、「
解

雇
は
不
要
だ
っ
た
」
と
発
言
、
84

名
の
客
室
乗
務
員
解
雇
後
に
６
千

人
以
上
も
採
用
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
解
雇
は
全
く
不
当
、
見
せ

し
め
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

11
月
10
日
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
大
包
囲

行
動
、
12
月
９
日
に
国
交
省
前
宣

伝
と
新
橋
Ｓ
Ｌ
広
場
宣
伝
行
動
が

取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
の
行
動
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
本

社
要
請
団
に
入
っ
た
東
京
清
掃
中

里
委
員
長
は
連
帯
挨
拶
で
「
今
、

苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
労
働
者
の

た
め
に
も
負
け
ら
れ
な
い
。
人
材

は
財
産
、
ベ
テ
ラ
ン
の
貴
重
な
経

験
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

重
要
」
と
指
摘
。
勝
利
す
る
ま
で

連
帯
し
て
闘
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

２
年
前
、
赤
坂

社
長
は
「
解
決
し

た
い
」
と
発
言
し

ま
し
た
が
、
事
態

は
一
向
に
進
展
し

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｌ

は
本
当
に
争
議
を

解
決
し
よ
う
と
い

う
意
思
が
あ
る
の

か
疑
わ
れ
ま
す
。

　
「
一
刻
も
早
い
解

決
を
」
求
め
て
、

　

60
回
目
の
19
日
行
動
が
、
11
月

19
日
、
国
会
議
員
会
館
前
歩
道
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
東
京
で
500
人
を
超
え
る
と
い
う

事
態
に
よ
り
、
さ
す
が
に
参
加
者

は
減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
千

人
集
ま
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
４
月
よ
り
も
コ
ロ

ナ
の
危
機
が
迫
っ
て
い
な
が
ら
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
め
な

い
。
国
民
を
置
き
去
り
に
大
企
業

一
辺
倒
。
日
本
が
攻
め
ら
れ
る
と

煽
り
武
器
を
爆
買
い
。怒
り
を
持
っ

て
政
権
を
変
え
よ
う
！
」
と
挨
拶
。

　

立
憲
野
党
の
挨
拶
は
立
憲
、
共

産
、
沖
縄
の
風
、
社
民
。「
敵
基
地

攻
撃
能
力
を
持
つ
こ
と
は
、
戦
争

を
す
る
国
へ
の
大
転
換
、
断
じ
て

許
せ
な
い
」「
コ
ロ
ナ
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
面
的
実
施
の
効
果
が
明
ら
か
。

医
療
従
事
者
の
削
減
が
ま
さ
に
禍

い
に
な
っ
て
い
る
。
十
分
な
医
療

体
制
を
確
立
し
よ
う
」「
米
軍
は
、

沖
縄
等
で
滑
走
路
の
な
い
箇
所
で

の
着
陸
訓
練
を
進
め
て
い
る
」「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
止
め
よ

う
」「
軍
事
研
究
に
協
力
し
な
い
学

術
会
議
を
潰
そ
う
と
す
る
の
は
許

せ
な
い
」
な
ど
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
改
憲
発
議
を
許
さ
な

い
署
名
」
79
万
筆
が
参
加
し
た
国

会
議
員
に
手
渡
さ
れ
、
署
名
の
合

計
は
105
万
筆
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
発
言
は
、
千
葉
の

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
運
動
と
世
田
谷

の
地
域
運
動
。
世
田
谷
の
報
告
は

退
職
者
会
会
員
の
根
本
善
之
さ
ん
。

「
市
民
運
動
い
ち
」
の
活
動
内
容
と

区
内
市
民
運
動
・
労
働
運
動
の
結

合
、
保
坂
区
政
確
立
の
取
組
み
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

根本善之さんが報告

学
術
会
議
の
任
命
拒
否
を
撤
回
し
ろ
！

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
に
断
固
反
対
！

中里委員長が
連帯の挨拶

JAL 争議解決 11.10 本社大包囲行動

JAL 争議解決 12. ９新橋駅前 SL 広場宣伝行動

不
当
解
雇
糾
弾
！
争
議
10
年
を
超
え
さ
せ

る
な
！
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
一
刻
も
早
く
解
決
し
ろ
！

解
雇
の
不
当
性
は
明
白

一
刻
も
早
く


